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Ⅰ 役員会・事務局 

１ 集落の活動支援事業 
（１）集落活動支援事業 ～集落コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：新穂地域づくり計画の理念・将来像を実現するための集落の取組を支援する。 
事業方策 事業内容 

１．自治会活動保険 

 
地域住民が安心して集落活動に参加し、集落から地域づくり活動に参加の

輪が広がるよう、集落活動及び協議会活動の補償制度を市内他地域に先行し
て設ける。 
○集落活動支援事業（自治会活動保険） 
①行事活動中の第三者の身体の障害・財物の損壊による賠償事故 
②行事活動中の住民の傷害事故（死亡、後遺障害、入院、通院） 
③住民以外の方への傷害見舞費用 
④行事の中止等による費用損害 

（補償例） 
総会、役員会等の会議や研修会、レクリエーション行事、清掃活動、広

報誌・回覧板の配布、火事場の後片付けなど。 

２．集落活動助成 

 
「新穂地域づくり計画」で定めた地域づくりの理念及び将来像の実現のた

めに、新穂地域の集落が行う「集落活動支援事業」に要する経費の全部また
は一部を助成する。 

対象事業 事業内容 
助 成 金 の 
限 度 額 

①集落間連携
支援事業 

○ 複数集落が実施する交流事業 
 例：集落活動等の相互参加、連合組織設置

の協議等（既存事業を除く） 

１集落/年 
２ 万 ５ 千
円 を 上 限
とする。 

②イベント 
支援事業 

○ 集落が実施するイベントの開催 
 例：集落内外から参加者を受け入れるイベ

ント等（集落内住民を対象とした既存事
業を除く） 

③環境美化 
支援事業 

○ 集落が行う環境美化活動 
 例：花ロードの整備、空地などの草刈り等 
（空き缶等のゴミ拾い、側溝掃除を除く） 

④大学生等の
受入支援事

業 

○ 大学生等が行う調査研究活動等の受入 
 例：大学生等の活動支援、集落活性化策の

検討、宿泊(民泊)場所の提供等 

⑤子育て支援
事業 

○ 集落が行う子どもの居場所づくり事業 
 例：高齢者等との交流会、おもちゃ・絵本

等の整備等 

⑥空き家対策
支援事業 

○ 集落が行う空き家対策 
 例：空き家の現状把握、所有者との連絡調

整、佐渡市空き家情報システムへの登
録、移住希望者の受入等 

⑦ 防 災 資 機
材・備蓄物
資等整備事
業 

○ 集落が行う防災資機材及び備蓄物資等
の整備事業 
例:ヘルメットやハンドマイク、ポリタン
ク、備蓄用非常食、簡易トイレ、給水タ
ンク及び給水袋等の整備等 

また、集落活動に必要な物品の整備及び貸出について役員会等で検討する。 
（例）イベント用品、防災活動に必要な物品 

平成 30 年度 事業計画概要(案) 
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２ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．代議員（集落長）

会議の開催 

地域の課題や取組を集落と共有し、集落と連携して地域づくりに 

取り組む。 

○代議員（集落長）会議の開催（年２回） 

２．地域住民ワーク

ショップの開催 

地域の様々な意見や課題を「話し合う」ことや「考える」ことを 

通して集約し、住民同士の連帯意識を創出する。 

○地域住民ワークショップの開催（年１回） 

３．講演会等の開催 

地域の防災力を高めるため、「新穂地区防災ガイド」を普及啓発す

る。 

○新穂地区防災ガイド(地区防災計画)集落等説明会の開催 

 

４．地域と行政が「直

接的・横断的」に

「分野別」で協議を

行う円卓会議の開催 

行政と連携、協力した地域づくりを推進する。 

○行政との円卓会議の開催  

 

（２）情報発信事業 ～地域の魅力の創成～ 

○事業方針：積極的に地域を発信することにより、地域社会の意欲向上につなげる。 

事業方策 事業内容 

１．新穂地区単独ＨＰ

開設など、インター

ネットを活用した

情報発信 

○新穂地域づくり協議会ＨＰの開設・運営 

２．地域情報紙の発行 ○新穂地域づくり通信の発行（随時） 
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Ⅱ 環境整備部会 
■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク

ショップの開催 

○環境保全団体等との連携に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に

「分野別」で協議を

行う円卓会議の開催 

 

（２）暮らしを支える事業⑴ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針：新穂の豊かな自然と農山村ならではの風景・景観をみんなで守る。 

事業方策 事業内容 

１．環境美化運動 〇新穂ダムの桜を楽しみましょう –新穂ダムえん堤開放- 協力 

○Save Our Sakura!新穂ダムの桜を救おう! -桜の名所復活を目指し

て-(春・秋) 

〇セイタカアワダチソウ等の外来動植物啓発資料の作成と配布 

〇新穂地区探訪コースの設定(伝統文化部会・地域活性化部会連携)

と HP等での情報発信 

２．トキやホタルな

どの生息環境整備 

３．自然・景観など

の現状を把握する

機会づくり 
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Ⅲ 伝統文化部会 
■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク

ショップの開催 

○小中学校による新穂歴史民俗資料館を活用した郷土の歴史・文化 

の学習など、地域と小中学校との連携に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に

「分野別」で協議を

行う円卓会議の開催 

 

（２）暮らしを支える事業⑵ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針：新穂の伝統文化をみんなで守り継承する。 

事業方策 事業内容 

１．伝統芸能・行事

の後継者育成・継

承と発表の場づくり 

〇立志元服式支援(3年生に紅白饅頭を提供) 

○ＥＣ2018新穂地区イベントの開催（地域活性化部会連携） 

 ・春駒、鬼太鼓、新穂音頭等の郷土芸能鑑賞・体験 

  日時：8月 18日(土)～19日(日) 12時～14時 30分 

  場所：新穂トキのむら元気館 

 ・ドジョウ汁等の郷土料理の提供 

○春駒＆のろま人形上演会の開催 

  日時：7月 14日～8月 12日までの土・日と 8月 14日 11回 

13時 15分～ 

  場所：新穂歴史民俗資料館 

○公民館主催「のろま人形講座」協力 

〇畑野神輿保存会等との交流(地域活性化部会連携、安寿天神祭り参

加、山王祭視察 等) 

〇新穂地区探訪コースの設定(環境整備部会・地域活性化部会連携)

と HP等での情報発信 

２．地域の歴史的文

化的資源を把握す

る機会づくり 

３．能舞台等の歴史

的建造物などの保

存・活用 
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Ⅳ 生活安心部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク 

ショップの開催 

○新穂地区合同防災訓練実施直前会議 

〇新穂地区合同防災訓練反省会 

○小中学校と地域住民との交流活動の実施に関する協議 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に「分

野別」で協議を行う円

卓会議の開催 

 

（２）暮らしを支える事業⑶ ～地域の誇り・絆の創成～ 

○事業方針：安心安全で温かい新穂をみんなでつくる。 

事業方策 事業内容 

１．地域で相互に支え

合う生活困窮者支援 

〇新穂地区合同防災訓練の実施  

〇災害時協力井戸の募集・登録 

〇災害時協力井戸ポンプ修繕費等補助 

〇まちなか空き家の利活用支援 

 ・まちなかの空き家を改修して、駄菓子屋等を開業するとともに、子ど

もの居場所づくりを行う取組を支援(地域活性化部会連携) 

○小中学校児童生徒を対象としたアンケート調査の実施 

○介護予防施設等の誘致等の検討 

２．交通安全・防犯・

防災対策 

３．地域全体での挨

拶・声掛け運動 

４．独身男女の出会い

の場づくり 

５．学校等と地域住民

の交流活動 

６．子どもたちの遊び

場・居場所づくり 

７．三世代交流イベント 

８．介護予防施設の

誘致  
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Ⅴ 地域活性化部会 

■ 地域全体の活性化事業 

（１）合意形成システム形成事業 ～地域コミュニティ活動の創成～ 

○事業方針：地域アイデンティティを育む「住民参加の場」を確保する。 

事業方策 事業内容 

１．地域住民ワーク

ショップの開催 

〇ワークショップ 地域に根ざした小さなビジネス起こし 

○講演会 新穂地区の新たなお店ご紹介 

～新規開業事業者・販売商品～ 

２．講演会等の開催 

３．地域と行政が「直

接的・横断的」に

「分野別」で協議を

行う円卓会議の開催 

 

（２）活性化チャレンジ事業 ～地域の賑わい・産業の創成～ 

○事業方針：新穂の活性化にみんなでチャレンジする。 

事業方策 事業内容 

１．若者や女性の 

起業支援 

○地域２大イベント「夏まつり」、「トキ夕映え市」支援 

○ＥＣ2018新穂地区イベントの開催（伝統文化部会連携） 

 ・春駒、鬼太鼓、新穂音頭等の郷土芸能鑑賞・体験 

  日時：8月 18日(土)～19日(日) 12時～14時 30分 

  場所：新穂トキのむら元気館 

 ・ドジョウ汁等の郷土料理の提供 

〇まちなか空き家の利活用 

 ・まちなかの空き家を改修して、駄菓子屋等を開業するとともに、

子どもの居場所づくりを行う取組を支援(生活安心部会連携) 

○自然や農林水産業、祭礼等の伝統行事を活用した体験型イベント

や、農業体験ツアーの開催等の検討 

 ・畑野神輿保存会等との交流(伝統文化部会連携、安寿天神祭り参

加、山王祭視察 等) 

 ・新穂地区探訪コースの設定(環境整備部会・伝統文化部会連携)

と HP等での情報発信 

２．新穂人材バンクの 

設立 

３．自然や歴史文化、

産業体験ツアー等

の開催 

４．イベント・行事

の復活・発展 
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収入の部 （単位：円）

H29予算額 H30予算額 増減 内　　訳

1,082,000 882,000 ▲ 200,000
　一般会費 　820件　820,000円
　賛助会費　　 18件　 62,000円

672,000 872,000 200,000
　佐渡市元気な地域づくり補助金 500,000円
　のろま人形上演会開催負担金  372,000円

３　委託金 300,000 100,000 ▲ 200,000 　ＥＣ2017新穂地区イベント運営委託　100,000円

４　寄附金 0 10,000 10,000 　

0 632,947 632,947 　H29繰越金

150,000 120,000 ▲ 30,000 　ＥＣ2017新穂地区イベント参加費、預金利子　外

2,204,000 2,616,947 412,947

支出の部
（単位：円）

H29予算額 H30予算額 増減 内　　訳

【55,490】 【120,000】 【64,510】

１　報償費 0 0 0

２　費用弁償費 0 0 0

３　事業費 0 0 0

４　会議費 5,000 20,000 15,000 総会、役員会茶代、監査賄

５　事務費 50,490 70,000 19,510 消耗品、封筒印刷、通信運搬費、振込手数料　外

６　備品購入費 0 0 0

7　交際費 0 30,000 30,000 役員弔慰金・見舞金

【756,310】 【757,000】 【690】

231,310 232,000 690 自治会活動保険料

２－２集落活動支援事業（助成金） 525,000 525,000 0 　 

集落活動支援事業 525,000 525,000 0 集落あたり上限25,000円×21集落＝525,000円

【1,339,200】 【1,716,000】 【376,800】

３－１　合意形成システム形成事業 170,000 70,000 ▲ 100,000

１　代議員（集落長）会議賄 65,000 50,000 ▲ 15,000 代議員（集落長）会議茶代 外

２　地域住民ワークショップ 5,000 5,000 0 会議茶代

３　講演会 100,000 10,000 ▲ 90,000 新穂地区防災ガイド集落等説明会資料代

４　円卓会議 0 5,000 5,000

３－２　情報発信事業 67,200 17,000 ▲ 50,200

１　ホームページ開設・運営 15,000 12,000 ▲ 3,000 ホームページ開設・運営経費

２　地域づくり通信発行 3,000 5,000 2,000 地域づくり通信　用紙代

３　地域資源PR切手試作 49,200 0 ▲ 49,200

３－３　環境整備費（環境整備部会） 45,000 65,000 20,000

１　部会活動費 45,000 65,000 20,000
新穂ダム桜保全活動2回、啓発資料作成、
通信費、会議茶代　外

３－４　伝統文化費（伝統文化部会） 599,000 452,000 ▲ 147,000

１　部会活動費 45,000 45,000 0
立志元服式紅白饅頭21,000円、
畑野交流会20,000円、通信費、会議茶代　外

２　ＥＣ2017新穂地区イベント 182,000 35,000 ▲ 147,000 郷土芸能謝金30,000円、資料館入館料　5,000円

３　春駒＆のろま人形上演会 372,000 372,000 0
郷土芸能謝金 130,000円
（のろま人形100,000円、春駒30,000円）、
ポスター印刷等242,000円

３－５　生活安心費（生活安心部会） 45,000 498,000 453,000

１　部会活動費 45,000 30,000 ▲ 15,000 通信費、会議茶代　外

２　新穂地区合同防災訓練 0 100,000 100,000

３　災害時協力井戸 0 368,000 368,000
21井戸登録費　217,900円
ポンプ修繕費等支援150,000円

３－６　地域活性化費（地域活性化部会） 413,000 614,000 201,000

１　部会活動費 45,000 342,000 297,000

　まちなか空き家利活用支援100,000円、
　畑野交流会20,000円、
　神輿団体山王祭視察招聘65,000円、
　ワークショップ・講演会150,000円、
　通信費、会議茶代　外

２　地域２大イベント支援 250,000 100,000 ▲ 150,000 夕映え市協賛金

３　ＥＣ2017新穂地区イベント 118,000 172,000 54,000
郷土料理提供、臨時食品営業許可手数料、
スタッフ賄い　外

４　積立金 【0】 【0】 【0】

積立金 0 0 0

５　予備費 【53,000】 【23,947】 【▲ 29,053】

予備費 53,000 23,947 ▲ 29,053

2,204,000 2,616,947 412,947

※会長は、収支予算の変更が必要な場合は補正することができる。

平成30年度　新穂地域づくり協議会予算概要(案)

区　　分

１　会費

２　負担金、補助金及び交付金

５　繰越金

６　諸収入

合　計

区　　分

１　組織管理費

２　集落の活動支援事業

２－１集落活動支援事業（自治会活動保険）

合　計

３　地域全体の活性化事業


